
京都市景観・まちづくりセンター
〒 600-8127
京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町 83 番地の１

（河原町五条下る東側）　ひと・まち交流館 京都 地下１階
TEL：075-354-8701　FAX：075-354-8704
E-mail：machi.info@hitomachi-kyoto.jp
http://machi.hitomachi-kyoto.jp/

相談は、当センター窓口や電話、メールでも受け付けておりますので、お気軽にお問合せください。

　「いつまでも活気があり、住み続けたいと思えるまちであ
るために、できることを考えていきたい」「いままで育んで
きた町並みをこどもたちに引き継いでいきたい」という思い

を実現するためのお手伝いをしま
す。相談内容や地域の状況に応じ
て、センター職員や専門家による
まちづくり活動の進め方等に関す
る助言を行っています。

　当センターでは、まちづくり活動の支援、京町家の保全・再
生に向けた取組みなどの事業を展開しております。活動趣旨に
ご賛同いただける個人、団体、企業を問わず、皆様のご参加を
心よりお待ち申し上げます。

入会をご希望の方は当センターにお問合せいただくか、ホームページをご覧ください。

銀行振込

クレジットカード決済

当センター窓口

当センターより専用振込用紙をお送りします。

当センターホームページからお振込みいただきます。
（VISA、MasterCard、JCB）

現金のみ受付いたします。

　「町家を改修したいんだけど、どの
ように進めたらいいのだろうか」「使っ
ていない町家をどうにか活用できたら
なあ」など、京町家の維持・継承に伴
う様々な悩みや不安の解消に向けての
お手伝いをします。
　専門的な内容については、大工、建築士、不動産事業者な
どの専門家による専門相談も行っています。

ニュースレター「京まち工房」（季刊・年 4 回）特典
1

各種セミナー参加のご案内（随時）特典
2

当センターホームページへのバナー掲載（団体会員）特典
3

まちづくり相談 京町家なんでも相談

個人 1 口   5,000 円

団体 1 口 50,000 円

各種相談受付中！（無料です）
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センターへお越しの際は
公共交通機関を
ご利用ください。

京都市景観・
まちづくりセンター
(ひと・まち交流館 京都 地下1階)

会費振込方法

年会費

（平成 26 年 4 月 1 日〜平成 27 年 3 月 31 日）

公益財団法人京都市景観・まちづくりセンターは環境負荷低減に努めています。

バス　市バス 4・17・205 号系統「河原町正面」下車
電車　京阪電車「清水五条」下車　徒歩 8 分
　　　地下鉄烏丸線「五条」下車　徒歩 10 分

交　通

平日・土曜　９:00 〜 21:30
日曜・祝日　９:00 〜 17:00開館時間

毎月第３火曜日（国民の祝日にあたるときは翌日）
年末年始（12 月 29 日〜 1 月 4 日）休館日

京都市景観・
まちづくり
センター HP

平成 26 年度賛助会員募集中！

検 索景観・まちづくりセンター 賛助会員募集









京町家再生セミナー	
 京町家に移り住んで
〜伊藤邸の夏のしつらえ〜
7 月26 日（土）14:00 〜 16:00

町家の税金のこと教えます！
8 月 21 日（木）19:00 〜 21:00

京町家と相続
8 月 27 日（水）19:00 〜 21:00

テーマ

テーマ

テーマ

日　時

日　時

日　時

第 5回

第 6回

第 7回

第 8回

第 9回

　　　 町家探しの心得イロハ
　　　 9 月 13 日（土）14:00 〜 16:00

　　　 京町家の売買・賃貸契約と注意点
　　　 9 月 24 日（水）18:30 〜 20:30

テーマ

テーマ

日　時

日　時

景観・まちづくり大学は、京都のまちづくりに関心のある人が集い、語らい、交流する場です。
共に学び、共に育つ…。元気なまちへの一歩、あなたから始めませんか。

京のまちづくり史セミナー

京町家再生セミナー

都市史の中でも、特に住民の自立した活動としての
まちづくりの変遷を学ぶ講座です。

京町家の“最初の一歩”としての基本講座です。
身近な存在としての京町家の姿を知り、再生の方法などを学びます。

　ヨーロッパでは、オリジナルの建物の①材料、②デザイン、
③技術、④場所が、加えて近代以降は、⑤設計意図や⑥空
間などがどれだけ残されているかで、いかに“本物”が残
されているかを測る「オーセンティシティ」という概念を
基に建築の保存がされてきたそうです。この指標に照らし
合わせて日本に現存する近代建築について解説いただきま
した。日本では近代建築の保存や改修の際にオーセンティ
シティが守られていない例が多く見られ、古来より日本の

伝統建築に受け継がれている約 100
〜 200 年周期で建物を解体し、修理
する歴史の影響を想像するなど、西洋との文化の違いも含め

「何をもって保存なのか」を考える機会となりました。
　また日本では、基本的に文化財に指定するには所有者の
同意が必要であることが、特に都市部に建つ近代建築が守
られない一因になっているという、ヨーロッパとの法律面
での相違点もご紹介いただきました。

　数年前から「都心回帰」
や「コンパクトシティ」
という言葉が使われる

ようになり、都会で暮らすスタイルが見直されるようにな
りましたが、そのような中で今、京町家が大変注目されて
います。町家レストラン、町家ホテル、町家スタジオ等々、
市内では“町家ブーム”が起きていますが、それらをすべ
て京町家再生といってよいのでしょうか。本来の意味での
京町家再生とは何か？京町家再生に係るこの 20 年間の経過
を振り返り、「京町家の現代的意味」や「京町家を現代社会
が必要とする訳」について、最近の京都市の都市政策も踏
まえて、お話をいただきました。

　セミナーでは、実際に「生谷家住宅主屋」改修の設計監
理を担当された長瀬氏と、お庭を造られた小埜氏にお話を
いただきました。長瀬氏からは、階段の増設、展示室の天
井高の問題の解消、柱や壁などの様々な箇所の補強・補修、
伝統的な意匠の復元等の具体的な改修の手法について解説
していただきました。小埜氏からは、地質に合った植物の
選定等、生谷家住宅の特性と伝統に則った作庭について解
説していただきました。講演後は両氏の解説を聞きながら

建物内を見学し、設えや調度品等を鑑賞。参加者は、両氏
の解説に熱心に耳を傾け、両氏には参加者からの質問に丁
寧にお答えいただきました。

　明治元年に旧来の町会所（役
場）を兼ねた小学校建営が決
定した後、上下両京各 33 番組

の町組（区）において 64 校が開校しました。そのうち少な
くとも 44 校は新築でしたが、その校舎配置は町会所を中心
に据え、教室はその付属施設としたものが一般的でした。そ
の後、時代が進むにつれ校地拡張も行われていきましたが、
その場合でも、粟田校のように、講堂（本館）を中心とした
校舎配置を守るため、わざわざ講堂を移転させるほど、講堂

が京都小学校校舎の代表的な存在であり続けたことが配置の
推移から読み取れると説明いただきました。
　一方で木造校舎の売却や校地移転も行われ、校舎が公家旧
邸、旧京都藩邸、寺社として移築されたり、他校の校舎として
再利用されるなど、京都独自の校舎変遷をたどりました。現在
それらは公家殿舎等の遺構としても重要な意味を持つなど、そ
の歴史は移築・転用の建築史ともいえるもので、学区による近
代京都の市街地形成の変容がみえてくると解説いただきました。

京都にみる近代建築の保存と活用

京都小学校校舎の発展過程と学区

京町家と京のまちづくり
−町家再生とは何か？−

　　　  春秋・京町家見学会
（春の回）生谷家住宅主屋

2014 年 2 月 26 日 水

2014 年 4 月 23 日 水

2014 年 5 月 10 日 土

2014 年 3 月 23 日 日

講師：笠原 一人氏（京都工芸繊維大学大学院助教）

講師：大場 修氏（京都府立大学大学院教授）

講師：宗田 好史氏（京都府立大学大学院教授）

講師：長瀬 博一氏（有限会社長瀬建築研究所　代表取締役）（左）
講師：小埜 雅章氏（京都庭園室　代表）（右）

今後の開催予定（夏期）

❶ セミナー名 ❷ 開催日 
❸氏名（ふりがな）❹ 電話番号
　
以上を明記の上、電話・FAX・E-mail
にて京都市景観・まちづくりセンター
までお申し込みください。

昭和戦前のコンクリート校舎については、続編として開催予定です。※

【会場】生谷家住宅主屋　　【共催】町家をトーク運営委員会
【後援】一般社団法人　関西インテリアプランナー協会

自然素材で造られており、環境に優しい。
季節ごとの設

しつら
えがあり、自然との調和が美しい。

住まいにも店や工房にも幅広く用いられ、
文化的アイデンティティがある。
美しい町並み、都市景観を創出している。

京都らしく、家族の伝統を守る暮らしがあるため、家族の絆が
切れない。
その町並みは町中に暮らす知恵の結集でもあるため、お町内は
その和を維持し続ける。
ユニークで質の高いサービスを提供する新ビジネスを創りだす。
京都という都市を脱工業化時代の「創造都市」に導く。

見学の様子

生谷家
住宅外観

【共催企画】

【京町家の現代的意味】

【京町家を現代社会が必要とする訳】

1

1

2

2

3

3

4

4

【会場】市民大学院（文化政策・まちづくり大学校、旧成徳中学校）

【申し込み方法】
 地域の伝統行事とまちづくり
〜成逸学区の地蔵盆調査をもとに〜
 7 月 25 日（金）19:00 〜 21:00

地域が学校をつくり、学校が地域をつくる：
学区による学校運営
8 月 1 日（金）19:00 〜 21:00

地域まちづくりからみた「学区」とは
 9 月 3 日（水）19:00 〜 21:00

まちづくり実践塾
テーマ

テーマ

テーマ

日　時

日　時

日　時

第 1回

第 2回

第 3回

京のまちづくり史セミナー	
京都復興の展開：
明治期の首長は地域とどう向き合ったのか
7 月 16 日（水）19:00 〜 21:00

近代京都と東山：
生活行為がつくる景観から都市計画がつくる景観へ
7 月 30 日（水）19:00 〜 21:00

オランダに学ぶ近代建築の保存活用
9 月 10 日（水）19:00 〜 21:00

テーマ

テーマ

テーマ

日　時

日　時

日　時

第 3回

第 4回

第 5回

8 9



　この度、6 月 6 日をもちまして約 7 年間にわたった
理事長の職を退任いたしました。当センターは平成 9
年に設立し、やがて 20 年目を迎えようとしています。
この間、まちづくり基本調査と情報の収集・提供、相
談や専門家派遣、京都という都市を多様に構成する地
域ごとのまちづくり支援、大学・学生諸君との連携、
景観整備機構として行政との連携、交流セミナーや市
民講座、町家再生モデル事業、歴史都市会議・ワールド・
モニュメント財団（WMF）・各地各国からの訪問者と
の交流プログラムなどを展開してきました。十数名の
スタッフで担当する当センターの活動の進展が認めら
れるとすると、それは上記の皆様方から寄せられた熱
いご関心とご支援の賜物といえましょう。私自身も多
くを学ばせていただきました。スタッフにとっても、ま
ちづくり研修の得難い機会となってきました。
　京都の景観や町並み、生活・産業文化、土地利用の
特色を見直し、いかに持続発展させるか、また新しい
定住や起業希望者をどう受け入れるか、まちづくり経営
力が問われています。これらの動向を踏まえつつ、新
しい理事長を先頭に役職員一丸となって取り組んでい
ただきたいと存じます。
　私も、まちセン OB 会員として、まちづくりの学徒と
して応援していくつもりです。
　皆様ありがとうございました。

　三村浩史前理事長は、7 年間にわたって京都市景観・
まちづくりセンターの発展に貢献されてきました。これ
までのご業績に心から感謝いたします。今後も適宜ご
指導を賜れば幸いです。
　三村氏のご退任にともない、6 月 6 日の理事会にお
いて、私が当センターの 5 代目の理事長に選任されま
した。歴代の理事長の足跡を受け継ぎ、さらに私なり
にこれまでの京都市における各種審議会などの経験を
活かして、当センターを通じて京都市に貢献する所存
です。
　当センターの主目的は、景観形成と市民主体のまち
づくりの推進にあります。この目的を達成するためにこ
れまで多くの事業を行ってきています。さらに少子高
齢化、人口減少などの時代背景の中では、都市づくり
という広い視野から事業を進めていくことも必要にな
るでしょう。これらの事業を円滑に推進していくために
は、情報を共有し、市民との協働や市役所行政とのパー
トナーシップの充実強化も重要です。また当センターへ
の市民の理解と関心を高めていくために、積極的な広
報活動も大切です。
　当センターは平成 29 年に設立 20 周年を迎えます。
この節目に相応しい組織へと発展するために、微力を
尽くしたいと思っております。

　高校の頃から映画にはまり、京都での大学時代には、昼は映
画館、夜は大学の製図室という生活を送っていました。 園会館
で見たジョン・フォード監督作品の３本立て、大宮で見た５０年代
ミュージカル、京都という土地柄、大学の自主上映会にも足を伸
ばし、西部講堂では２０年代ロシア映画など、国内外の古い映画
やマイナーな国の映画に夢中でした。映画館の窮屈で硬い椅子や
自主上映会の凍てつく教室という環境の中でも、どの位置から

スクリーンを見るのが一番楽で字幕が読みやすいか、背の高い人
が前に座りにくいかなど特殊な勘を働かせつつ、嬉々として映画を
見に行っていました。
　京都での生活に時代も国境も越えた文化や風景の彩りがプラス
され、また、主人公や脇役達の人生から学んだことは、私にとって、
今に繋がる貴重な財産になっています。
＊最近のおすすめ映画！「ハンナ・アーレント」

退任のご挨拶 就任のご挨拶

公益財団法人 京都市景観・まちづくりセンター
前理事長 三村 浩史

公益財団法人 京都市景観・まちづくりセンター
理事長 青山 吉　

スタッフのつぶやき

スタッフ M.T

図書コーナーからのお知らせ

　中京区（現在の朱二学区）生まれです。これまでずっと京都で
暮らしています。

　これまで、知床の自然保護運動（※）や京都府文化財保護指導
委員などの社会活動をしてきました。この経験を生かして、大好
きな京都の自然景観、町並みの素晴らしさを伝えていきたいと
思っていたところ、たまたま広報誌で展示ボランティア募集の記
事を見つけて応募しました。

　町衆の力だと思います。応仁の乱以降、焼け野原となった京都
を復活させたのは町衆の力で成したことです。 園祭も町衆が復
活させました。「城下町」ではなく「民衆の町」。
　これが京都の魅力だと思います。

　「ひと・まち交流館 京都」には、地下１階に図書コーナーが設置
されています。市民活動・福祉ボランティア・まちづくり・高齢者
福祉の各分野に関係する図書・視聴覚資料・雑誌・地図等を書架
に分類して、一般に開放しています。
　また、全国紙の閲覧場所があり、過去１年間の朝夕刊の閲覧も
可能です。さらに、お子さん向けの絵本も多数揃え、必要な図書
をお探しするお手伝いもしています。お気軽にお立ち寄りください。

　これまでの経験を通して感じたことは、自然景観と文化財は両
立するということです。京都の美しい町並みを作り出している歴
史的な文化財や京町家も、自然景観が守られているからこそ美し
く感じるのだと思います。京都は、三山（東・北・西）が市内の
どこからでも見える町です。これは町衆の努力によって、現在
まで大切に受け継がれ
てきました。この素晴
らしい景観を将来に残
していけるよう、私な
りに伝えていきたいと
思っています。

　京都を中心に全国の祭りが紹介され、町
衆の生活様式、伝統文化、宗教や信仰、町
並みやまちづくりとの関わりなど、多様な面
から考察されています。写真や図も豊富に
引用されていて、「後の祭り」や「関の山」
などの語源となった 園祭と各地の祭りを
対比することも楽しい教養書となっています。

「 祭りのしつらい 」

「京のまちかど」
案内ボランティアさん紹介 笠岡 英次さん

施設紹介

Vol.1

展示施設

（※）「しれとこ 100 平方メートル運動推進」関西支部の世話人代表をおよそ
30 年務められ、同運動の PR 活動などに取り組まれました。その功績
が認められ、平成 20 年に「斜里町特別貢献表彰」を受賞されました。

図書スタッフのおススメ本 vol.1

笠岡さんはどちらのご出身ですか？Ｑ

展示ボランティアを始められたきっかけは？Ｑ

笠岡さんが思う、
京都の魅力はどんなところですか？Ｑ

展示案内を通して、
どのようなことを伝えていきたいですか？Ｑ

月曜〜土曜：10:00 〜 20:30
日曜・祝日：10:00 〜 17:00

毎月第 3 火曜日
（国民の祝日にあたるときは翌日）
年末年始（12 月 29 日〜 1 月 4 日）

TEL：075-354-8703
お問い合わせ

休 館 日

開 館 時 間

　このコーナーでは、景観・まちづくりセンター１階にある展示施設「京のまちかど」で、
展示案内をされているボランティアさんをインタビューにより紹介します。
　今回は、平成 16 年度から展示ボランティアを務めていただき 10 年目となる笠岡英次さんです。    

ホームページから
図書を検索できます。

検 索ひと・まち交流館　図書コーナー
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